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『いのち輝け』
子ども･若もの・障害のある人に寄り添って

青木　道忠 著
A5判160頁
定価1,800円＋税

出版講演や学習会も行なわれています。
問合せは下記まで。

早くも第３版！

ホームページ http://www.sosyaken.jp/ E-mail:mail@sosyaken.jp

総合社会福祉研究所 〒543―0055 大阪市天王寺区悲田院町8―12
TEL06（6779）4894 FAX06（6779）4895

第20回社会福祉研究交流集会in大阪
2014年8月30日（土）～31日（日）開催決定！

１日目：全体会・記念講演（エル・おおさか）
２日目：分科会・基礎講座・フィールドワークなど（大阪大学吹田キャンパス）
フィールドワークは、
　「生野コリアタウン」、「釜ヶ崎」、「社会福祉歴史探訪」 を予定！
Facebook もあります！➡https://www.facebook.com/20syukai

20 回目の記念となる集会。内容もりだくさんで準備中です！



総合社会福祉研究 本体2000円（税・送料別）
当研究所会員は割引あり

テーマ：「税と社会保障の一体改革」の歪みとそれを正す力

「税と社会保障の一体改革」の歪みとそれを正す力 ………………………………石倉康次
政府統計からみた国民生活の動向 ………………………志藤修史・安井喜行・藤井伸生

孤立死・孤独死　新井康友／待機児　小堀智恵子／障害のある人たちの高齢化（65 歳）
問題　上田孝／健康権（健康に対する権利） 棟居徳子／サービス付き高齢者向け住宅　
鶴田禎人／介護保険「2015 年制度改定」における軽度者はずし　望月みはる／生活扶
助相当CPI　山田壮志郎 ／ワークフェア、日本における動向と現実性　井口克郎 

アメリカにおける公的扶助の政策課題
　──TANF の利用実態と就労インセンティブ政策の問題── ……… 木下武徳 ほか。

ホームページ http://www.sosyaken.jp/ E-mail:mail@sosyaken.jp
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　常日頃のご支援・ご購読ありがとうございます。
　福祉のひろばでは、広告の掲載を募集しています。
　本誌は、主に学校の教員や研究者、社会福祉現場の方々にご購読いただいており
ます。職員募集、イベント、書籍の案内等に、広告欄を活用してみませんか？　掲
載料は、半ページで２万円から、1ページで４万円から（いずれも定価）となって
います。（※その他相談に応じます。）掲載をご希望の方は、下記までお問い合わせ
ください。よろしくお願いいたします。

広広告告

福祉のひろば TEL・FAX 06（6779）4955　E-mail：hiroba@sosyaken.jp
〒543-0055　大阪市天王寺区悲田院町8-12

　「福祉のひろば」の特集では、高齢、障害、児童、情勢……
さまざまな分野からはばひろい情報を発信しています！
最近の特集タイトルをご紹介します。
14年１月号●今と明日の社会福祉をつなぐ

２月号●つたえたい、独りでこどもを育てられない
３月号●おとなりの国　

14年　　　　　韓国・釜山の反貧困運動からまなぶ
４月号●あなたの近未来はここにある！
５月号●福島、陸前高田、そして久慈

ba/



65歳問題で、
訴訟に踏み切った浅

あさだ

田達
たつお

雄さん
　達雄さんの日頃の生活をうかがいに、中島素

もとみ

美が岡山の自宅を訪ねました。この４月から福
祉のひろばの編集にかかわり、初の取材です。



　床は電動車いすが動きやすいように洋式に改修。ふるい市営住宅なので、トイレや台所、風
呂などへの間口の広さや段差は改修できず、狭いまま。達雄さん自身、車いすの細かい操作が
むずかしくなってきて、室内で動くのが危険なこともあります。でも、「死ぬまでここに住み
たい」というのが、達雄さんのねがいです。



　達雄さんは最近、咀
そしゃく

嚼力が落ち、食事中もむせることが増えています。ヘルパーは、達雄さ
んが登録している小規模多機能型居宅介護から来ています。「時間があれば、食事ももっとい
ろいろ作れるけど、私が帰るまでに作って、食べてもらって、歯みがきして、トイレにも行か
ないといけないし……。時間いとわにゃ、ゆっくりしたらええんやけど……」と話す間も、手
は休みなく動いています。



　達雄さんは、毎日パソコンを駆使し、たくさんの人とメールでつながり、いろいろな情報を
えて、講演会や訴訟を支援する会の資料もつくります。パソコンによる社会とのつながりが、
達雄さんの生活の幅を広げています。
　障害者が65歳になると、介護保険が適用され、障害者福祉サービスの利用が制限されます。
この介護保険優先原則に異議を申し立て、全国で初めて訴訟に踏み切った達雄さんに、具体的
な生活への影響についてお聞きし、今号トピックスに記事を掲載しています。
� （文・写真　中島素美）

※�グラビア１ページ目の写真は、拡大しているため、若干画質が粗くなっています。ご了承ください。
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私
は
ガ
ン
な
ど
た
く
さ
ん
の
病
気
を
し
て
、
五
つ
の
病
院
に
長
期
入
院
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
び

に
、
ド
ク
タ
ー
、
ナ
ー
ス
、
地
域
連
携
室
、
事
務
の
方
、
給
食
や
掃
除
を
し
て
く
れ
る
方
な
ど
、
一
つ

の
病
院
で
も
何
十
人
も
の
人
々
の
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
退
職
後
七
年
目
の
二
〇
一
〇
年
に
は
、
Ｉ

Ｃ
Ｕ
（
集
中
治
療
室
）
に
入
院
す
る
事
態
に
も
な
り
、
九
死
に
一
生
を
え
た
も
の
の
、
か
ら
だ
と
こ
と

ば
の
自
由
を
失
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
リ
ハ
ビ
リ
に
よ
り
少
し
ず
つ
回
復
が
み
ら
れ
て
い

ま
す
。
転
院
先
、
自
宅
療
養
で
の
デ
イ
・
ケ
ア
や
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
で
も
た
く
さ
ん
の
方
に
お
世
話
に

な
り
、
歩
行
器
で
歩
い
た
り
車
い
す
で
外
出
も
で
き
、
字
も
な
ん
と
か
書
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
、
身
体
機
能
は
三
歳
半
く
ら
い
に
な
り
、
片
言
で
し
ゃ
べ
る
練
習
も
し
て
い
ま
す
。

ざ
っ
と
数
え
て
み
た
の
で
す
が
、
四
人
の
ス
ピ
ー
チ
セ
ラ
ピ
ス
ト
、
二
人
の
理
学
療
法
士
、
五
人
の

作
業
療
法
士
、
四
人
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
一
〇
〇
人
以
上
の
ナ
ー
ス
、
四
〇
人
以
上
の
介
護
福
祉
士
、

そ
の
他
多
く
の
方
に
守
ら
れ
て
、
何
と
か
生
き
な
が
ら
え
て
こ
ら
れ
た
の
で
す
。

現
役
時
代
、
私
は
中
学
校
、
養
護
学
校
（
今
は
特
別
支
援
学
校
に
な
っ
て
い
ま
す
が
）
に
勤
め
て
い
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
い
ろ
い
ろ
な
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
と
親
御
さ
ん
か
ら
、
自
分
の
知
り
得
る
大

切
な
こ
と
の
多
く
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
る
養
護
学
校
で
、
十
数
年
前
に
「
障
害
者
の
歴
史
」
に
つ
い
て
一
時
間
半
ほ
ど
お
話
し
す
る
機
会

『ニポ１―古代』『ニポ２―近代』
（障害者の歴史）をなぜ書いたのか

 
　　世

ヨ

　汝
ナタ ン

単さんイラクの子どもを救う会代表・
フリージャーナリスト
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が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
自
分
の
力
不
足
も
あ
り
、
ど
う
も
自
分
の
中
で
す
っ
き
り
し
な
か
っ
た
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、『「
障
害
者
」
を
生
き
る
─
─
イ
ギ
リ
ス
二
十
世
紀
の
生
活
記
録
』（
ス
テ
ィ
ー
ヴ
・
ハ
ン
フ

リ
ー
ズ
、
パ
メ
ラ
・
ゴ
ー
ド
ン
著
、
青せ

い
き
ゅ
う弓社
）
が
出
版
さ
れ
、
こ
れ
を
み
ん
な
に
読
ん
で
ほ
し
い
と
思
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
厚
い
本
を
読
む
人
は
何
人
い
る
だ
ろ
う
か
と
考
え
た
と
き
、
不
完
全
で
も
絵

の
入
っ
た
、
も
っ
と
手
に
取
り
や
す
い
形
の
絵
本
に
し
て
み
よ
う
と
思
い
立
っ
た
の
で
す
。

こ
の
二
年
ほ
ど
、
朝
か
ら
寝
る
ま
で
絵
か
字
を
書
い
て
い
ま
す
。
今
の
私
に
は
し
ゃ
べ
る
こ
と
は
で

き
な
い
の
で
、
原
発
、
基
地
、
戦
争
な
ど
の
な
い
世
の
中
に
す
る
た
め
に
は
、
そ
れ
し
か
な
い
と
思
っ

た
の
で
す
。
身
近
な
人
た
ち
に
見
て
も
ら
え
れ
ば
い
い
か
な
と
思
っ
て
書
き
ま
し

た
。孫

た
ち
に
向
け
て
書
い
た
絵
本
「
く
じ
ら
は
ベ
ー
リ
ン
グ
海
を
め
ざ
す
」「
こコ

マ
ル○

」

「
コ
タ
ン
の
兄
弟
」
は
各
五
〇
部
つ
く
り
ま
し
た
。
今
度
の
「
ニ
ポ
１
」「
ニ
ポ
２
」

は
各
一
〇
〇
部
ず
つ
し
か
つ
く
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
歴
史
を
学
ん
で
立

ち
上
が
っ
て
く
れ
る
若
い
人
が
き
っ
と
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
障
が
い
を
受
け
た
私

た
ち
と
、
そ
れ
を
守
っ
て
く
れ
て
い
る
働
く
多
く
の
人
た
ち
の
た
め
に
。

ヨ　ナタン
　中学校、養護学校で障がい児教育に携わり退
職。その後、病気、手術のため障がい者となり
三年あまりを過ごす。
　左の写真は絵本の表紙です。
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少
子
高
齢
化
が
進
む
離
島
地
域
に
お
け
る
高
齢
者
の
実
態

社
会
福
祉
法
人
宮
古
島
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
以
下
、
市
社
協
）
が
昨
年
、
市
内
の
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
を
対
象
に
全
数
調
査

を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
調
査
の
実
施
主
体
は
市
社
協
で
す
が
、
調
査
の
設
計
は
、
明
治
学
院
大
学
社
会
学
部
付
属
研
究
所
の
研
究

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
離
島
の
高
齢
者
生
活
と
住
民
福
祉
活
動
の
あ
り
方
に
関
す
る
研
究
」
班
（
研
究
代
表
・
河
合
克
義
）
が
共
同
で
お

こ
な
い
ま
し
た
。
市
社
協
が
三
月
一
〇
日
に
そ
の
調
査
結
果
を
ふ
ま
え
開
催
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し
て
、
紹
介
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
二
〇
一
二
年
七
月
号
で
、
都
市
部
の
東
京
都
港
区
に
お
け
る
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
全
数
調
査
と
、
そ
の
結
果
か
ら

あ
ら
た
な
政
策
と
し
て
実
施
さ
れ
た
、
ふ
れ
あ
い
相
談
員
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
離
島
地
域
に
お
け
る
ひ
と
り

暮
ら
し
高
齢
者
の
生
活
実
態
調
査
で
す
。

沖
縄
県
宮
古
島
市
は
、
二
〇
〇
五
年
に
旧
平ひ

ら
ら良
市
、
城ぐ

す
く
べ
ち
ょ
う

辺
町
、
下し

も
じ
ち
ょ
う

地
町
、
伊い

ら
ぶ
ち
ょ
う

良
部
町
、
上う

え
の
そ
ん

野
村
の
五
市
町
村
の
合
併
に
よ
り
で
き

ま
し
た
。
宮
古
島
市
は
、
沖
縄
本
島
か
ら
南
西
約
三
〇
〇
キ
ロ
の
距
離
に
位
置
し
、
宮
古
島
、
池い

け
ま間

島
、
大お

お
が
み神

島
、
伊
良
部
島
、
下

地
島
、
来く

り
ま間
島
の
大
小
六
つ
の
島
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
も
っ
と
も
大
き
い
宮
古
島
が
市
の
総
面
積
の
約
八
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

宮
古
島
市
の
人
口
は
、
二
〇
一
四
年
三
月
末
現
在
、
五
万
四
二
九
〇
人
。
二
〇
一
〇
年
の
国
勢
調
査
で
は
、
一
九
九
五
年
と
比
較

高
齢
期
の
ひ
と
り
暮
ら
し
を
豊
か
に
す
る
た
め
に

　
　

�

沖
縄
県
宮
古
島
市
に
お
け
る
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
調
査
結
果
か
ら

明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と

特 集


